









ア ・一一サ ー ・シ モ ンズ に お け る象 徴 主 義
(1)不安 感 か ら 象 徴 主 義 へ
玉 井 障
丁伽SymbolistMoaemznt勿Literature(1899)にお い て,シ モ ン ズ の シ ソ
(1)
ボ リズ ム観 が不 明瞭 な事は,既Y'指 摘 されて来ている。 しか し彼な りの一一
貫 した姿勢 が全 くない訳ではない。それは厳密 な意味 で フランス ・サ ンボ
リス ト達 の正 しい理解 に繋が らないか も知れ ないが,と もか くシモ ンズが
彼 らを前 に して採 った姿勢な ので ある。つ ま り彼の考 える シンボ リス トと
は,詩 人に表現 を迫 り行 く もの塗 必死 になって 捕 え ようと努めている詩
人,し か も従来 の詩人 とは異 な り,も し成功すれば,「 可視界 は もはや現
(2)
実 でな くな り,又 不可視界 も夢 でな くなる」 よ うな宇宙 の創造 に邁進す る
詩人 の事で ある。 シモンズV'とって,こ の基本姿勢 を守 る詩人で さえあれ
ば,各 自どんな対象 に向お うと構わ ない。ネル ヴァルはrヴ ィジ ョンの形
(3)(4)象
化」を,ラ ンボーはす ばや く逃 げ去 って しま うヴィジ ョソの 「捕縛」 を
目指 した。又 ヴェル レーヌは 「自己その ものへ の,… …抑制 のないエモー
(5)
シ ョンへの,情 熱的 な誠 実 さへの献身」Y'努めた。 マラルメは 厂飛行 中に
(6)捕
えたはか ないエ クス タシーの喚起」 を図 り,ユ イス マンス は 「あの内な
(7)
る生 の最 も精妙 で捕zい 面 を把握す る為 の言葉」 を捜 したのである。 シ
モソズは詩 人達 が この捕 え難 き もの と戦 い,言 葉に よる固定化,形 象化そ
して不滅化 を図ろ うとす る姿 に注 目しているのである。 、'
ところが,シ モンズな りの一応一貫 した姿勢を理解 した上で 「結語」 を1
読 む と,我 々は 当惑 して しま う。 と言 うのは,こ のエ ッセイ集 の結語 とし
ては全 く意外に も,生 と死の認識が説かれていて,そ して これ らに関連す
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1る問題 としての芸術が触れられているからである。シモンズによれぽ,死
の圧迫は我々の日常生活にも及んでいる。つまらない事 とわかっていても
それに精を出した り,孤独を恐れた り,又同僚 との交わ りを歓迎 した りす
るのもすべて死の意識をのがれる為である。そじて芸術は,宗 教や恋愛 と
く8)
、同様,死 の意識か らの逃避(escape)である と言 う。 ここY'至って シモ ン
1ズの芸 術観 は,生 と死 の問題 と関連 して,い ささか深刻 な様相を呈 して来
～
!るので ある。 さらY'彼は神秘 主義に まで言い及 ぶのであるが,「 結 語Jで
展 開 されている この ような芸術観 は彼の シソボ リズム観 を一層不 明瞭 な,
1捕え難 きものに している。今,シ モ ンズの複雑な シソボ リズム観 を理解す
i-一 一 一...
1るに当 って,彼 が芸術(文 学)を 生や死の意識 の問題 と密接 に関係つげ て
ξ考えてい る点V'注目 したい
。初期 の詩集,主 にSilhouettes(1892)と　 .
C9)
Nights(1895)や90年代 の主要 なエ ッセイを手 がか りに して,稼 の シンボ リ
1ズムの生れ て来 る根源 を探 りたい と思 う。
"TheDecadentMove皿entinLiterature"(1893)を書いた シモソ ズが
1899年に 丁尨SymbolistMovementを書 く事に よ り,デ カダン トか らシン
ボ リス トに突 然改宗 した と見るのは早計 である。確かY',前者 のエ ッセ イ
に おいて,デ カ ダソ ス文学を 「現代を代表す る文学」 と持 ち上げ,「 新 し
(ユ0)
く,美 し く,興 味 を引きつ ける病 い」 とそQ頽 廃的 な雰 囲気 を賛美 したシ
モソズは,後 者 の序文に おいては,ま るで人が変ったかの よ うに,そ れは
ス タ イルにだけ 適用 出来 る もの と まず矮小化 し,「 文学 の 本流か ら 逸れ
(11)
た」文学運動 と見放 して しまってい る。夊 シソボ リス トへの改宗に イェ イ
ツの影響が大で あった 事 も否 定出来ない 事実 とな ってい る。 しか しなが
ら,1893年の エ ッセイには既 に`Symbolism'と言 う語は 現われ てお り,
しか も一つの文学運 動を意味 して使用 されているのである。 ジモンズY'よ
れば,印 象主義 とシソボ リズムはデカダソス と言 う新運動 の 「二つ の主要
な支流」であ って,「 両者は同一の仮説 に立 って活動 してお り,た だ異 な
(ユ2)
る方向に 適用 されてい る」 だけであ ると言う。 それ故 求め るものは 同 じ
で,「 真実の精髄 その もの」 となる。さ らに 「デカダンス運動」 の中で と
りあげ られている詩人を調べてみるな らば,『 象徴主義運動』 に現われる
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詩 人 の 大 半,ヴ ェ ル レー ヌ,マ ラ ル メ,マ_テ ル リ ン ク,リ ラ ダ ン,ユ ィ
ス マンス は既 に このエ 。セイの中 で触れ られ て ・・るので ある.・ のよ う1
　
v',シモソ ズのシンボ リズムは突如 として現われた もので はな く,90年代!
1
の初瀕 に は既に彼の意識に上っていたのである・そ橄 ・・の頃の詩作?
品やエ ッセ イは シモンズのシソボ リズムを理解す る上で無視 出来 ないもの
である。
どんな,そ していつの時代の 芸術家 にあれ,彼 を 芸 術の 創造 へ と駆 り
立 て,表 現 を迫 るものがある。 彼に とっては,そ の存在は 確かに認 識出来
て も,ど ん な ものなのか正体 さえ定かで ない易倉 もあれば,表 現 の術に と、
まど づ場合 もある。 この捕え難い,そ れでいて表現を要 求 して来 る もの ど
立ち向 う事,シ モ ンズの 言葉を借 りれば,厂 表 現出来 ない ものを表現 しよ
く13)
うと試 みる」 事は常 に芸術 家の課題 であ る。今 シモン ズが この捕 えずには
おけ ない ものV'到達す る方法 として採 った のは,旦 翁 良身 さの徹底的な固











上に述べた,詩 人に自からの表現を迫って来るものの存在と深 くかかわ り
合っていると考えられる。彼の詩を具体的に見てみよう。夕暮から夜にか
けては,街頭の様子や自然景色においても一日の うちで最も変化に富み,









シモ ンズは 自分の 目に入 る景色 に忠実 に言葉を与 えるだけで ある。又,人
物を描いて もく動 き〉が 目に 入る。 夜半 に見た女 の 人を,`Againstthe
wallofseaoutlined,/Outlinedagainstthewindowslit,/Theshadow
(15)
flickers,と描写す る よ うに,彼 はその人蔭のち らち らす る点が気に な って
仕方 ないので ある。 さらV',ミュージ ック ・ホール評論家 となる程 にそれ






シランズは踊 り子 の動 きそ の ものに 目を奪われ て亙・う。 ぐる りとつ ま先で
旋回舞踊 し,又 ミニ ュエ ッ トを 踊 った り,つ ばめの 舞い のよ うに 激 しく
(16)
動 い た りす る ダ イ ナ ミ ッ ク な 動 作 が 丁 度 ドガ の 踊 り子 の よ う に 描 か れ て い






激 し い 踊 り子 の 動 き と錯 綜 す る ふ る え 揺 れ る ラ ン プ の 灯 りに 目 が と ら わ れ
て い る 事 は も ち ろ ん で あ る 。
丶}これらは∵例であるが,シ モソズがこのようなく動ぎ〉やく変化〉のあ













明日にで も処刑されるかも知れない。それ故我 々は,人 の一生は 「朝日と}
-C18)
霜 との短か い一 日」であるとはっき り認識 していなければならない。ペイ1
ターよ りこのように一生の短か さと一刻一刻の貴重さを教えられ,シ モン
ズは,〈瞬間〉を強烈に意識するようになった。そしてこの〈瞬間〉と言う
事を絶えず 彼の意Yこ 上らせるものは,外 界物で言うなら,揺れるランプ
の灯 り,ちらちらする人蔭,踊 り子,日没時の空などであった。 これ ら〈動
き〉 とく変化〉を伴 うものは,一瞬一瞬新鮮な印象を刻み込んでは去って
行 く。シモンズはこのはかない一瞬間の印象を貧欲なまでに追い求めるの
であるnシ モンズ自から用いた言葉で言 うなら,それは,「通 りすぎる時V'
≪9)
捕 え な か っ た な ら ば 消x去 っ て し ま う優 雅 な 動 き,微 妙 な 表 現 」 で あ る 。
(20)
夊 「瞬 間 の 微 妙 に 生 き 生 き し た 印 象 」 や 消 え 去 る 時 に 捕 え た 「最 後 の 繊 細
(21)
な 蔭 」 で あ る 。 さ ら に,シ モ ン ズ は これ ら 彼 の 求 め る 対 象 の は か な さ を 正




tinually,andItriedtomakeallitsbubblesmyowl1."そして 厂海 上 の




これ らシモン ズの二 つの比 喩は 「鋭 い印象」 を 「流れ の上 で絶 えず姿 をか!
えてふ るえて・・るk(w・ ・(24p)J)Y・た とえたペ イ・一の比喩 瀬 似 してお1
り,お もしろい対照をなしている。 ここに至ってシモンズは実践 して来た




多 くのムr'を 包みILず,勘 好みせずに写 して来たのである当`ちま










passions'を見い 出せ ない人 に とっては,た だす ぎ行 く時 の 流れだ けが気
になって,落 ち着 きを失 って,空 しい偽 りの生を痛感する。 このよ うな不
安な存在 と しての生 が`Prologue:Inthestalls'の中で扱われ てい る。後
半の二聯 は次の よ うに なってい る。
My very self that turns and trips, 
Painted, pathetically gay, 
An empty song upon the lips 
In make-believe of holiday: 
I, I, this thing that turns and trips! 
The light flares in the music-hall, 
The light, the sound, that weary us; 
Hour follows hour, I count them all, 
Lagging, and loud, and riotous: 
My life is like a music-hall.
シモ ンズが ミュージ ック ・ホールに た とえる生 は,大 地 に しっか り根を
下 ろ した ものではな くて,仮 に作 られた 舞台でいわば 演ぜ られ る 生 であ
る。華 やいだ り.,にぎやか になった り,あ るいは休 日には歌声が聞えた り
す るけれ ども,そ れ はあ くまで作 り事 なので あって,実 は空 しい もの なの
である。不安定 な生 を象徴す るか のよ うに灯 りはゆ らゆ ら してい る。 こう
して いる間に も時間は一刻一刻過 ぎ去 って,必 死にな ってそれを確 め よう




We are the puppets of a shadow-play, 
We dream the plot is woven of our hearts, 
Passionately we play the self-same parts 
Our fathers have played passionately yesterday, 
And  our sons play to-morrow.  'Prologue: Before the Curtain.'
影絵芝居 の あ専つ り人形 にす ぎない この二人 に与え られ た役 は,誰 の代に
なって も変 らないあの男 と女 の役で ある。ただ筋だけは 自分達だけ で作 り
上 げ よ うと夢み ている。 しか し所詮二人 の営む生は演技 であって,ジ ェス
チ ャーで演 ぜ られ る生 に 他 な らない。 ただ,こ の空 しい生を営む 二入 に
も,役 者 で ある事,舞 台にいる事を忘れ て,本 物 の生を営む(営 んでいる
と感 じる)時 は訪れ る。それ は官 能に よる恍惚 の時 なりである。`…some
momentaryrage/Orraptureblindsustoforgetthestage,/Likethe
㌔,wiseactor,…
シモ ソズ にあ っては,官 能による恍 惚は,不 安 な生 の営みを忘 れ させ,
少 くとも確 か さを保 証 して くれ るものであ った。彼 の恋 愛詩のほ とん とが
(27)
偶然知 り合 った女や`thechanceromancesofthestreets'を詠んでいる
が,そ の中にエ ロチ ッ クな描写を含む詩がかな りあ るの は彼 のそ の意識が
関係 してい るか らと考xら れ る。つ ま り,ペ イターの説 く 「強烈 な熱情」
を彼は官能 の中 に求め て,「 絶えず宝石の よ うな炎で燃 え,エ クス タシー
(28)
の状態に留 ま」 ろ うと願 った ので ある。 もう一つの見逃 せ ない特徴は,過
去 の恋愛が回想形式で詠 まれ ている事,そ して その愛は,五 とえ一夜 の出
来事で あろ うと意味付け され てい る事 である。例えば`StellaMaris'V'登
場す る'男は,・Itoohavesoughtonmanyabreast/Theecstasyof
anunrest,/…andmet/…howmanyaJuliet.'と言 うようY'多くの女
を知 っている・そ して相手 も又`YourheartholdsmanyaRomeo'と
述べている ように,多 くの男を愛 した経験 のある女 である。今,男 は この








相手 の女 が今 で もあの一夜 の出来事 を覚 えているのか ど うか,こ の男には
大体 の察 しはつい ている。 いや彼にはそ んな事 は ど うで もよい よ うだ。短
い一夜の愛ではあ ったが決 してやす っぽ いもので はなかったのだ,互 に心
か ら愛 し合 った と言 う事は何に も換 え難 い事実で ある と述べ るのは,相 手
を説得す ると言 うよ りはむ しろ 自分 自身に言い聞かせ る為 である。 はかな
い愛 の恍 惚の時間 に意 味付けを行 う事に よって,不 安 な空 しい生 の中に も
確か に一度は充実 した偽 りのない真 の生が あ った事 を確認 しよ うと努め て
いるので ある。 この よ うな,過 去 の中に充実 した生 を見 つけ出そ うとす る
詩中 の主人公Y',我々はシモンズの姿 を見 る事 が出来 る。
シモ ンズに とって恋愛は,舞 台 の上の よ うな不安定 な生 を営む中 で,真
に生 きた,確 かなる ものをつかんだ と言 う感 じを与xて くれる もの であ っ
た。彼は`Emmy'・`Ren@e',`Nora',`Violet'など女性 の名 前使 って愛の詩
(29)
を作 って いる。 これ らの女性 は実 際に彼 と交 わ りがあ った と考 え られてい
るので,彼 の恋愛経験 に基づ いている と見 なす人が いるか も知れ ない。 し
か し実際 に詩 中に現われ る女性 は名前が異 なる程 に,個 性が描 きわけ られ
てい る訳では な く,一 つ の型 にはまった女性で ある。細 々 した愛の 日常生
活を描 く訳 ではな く,シ モ ンズに とっては愛の恍惚を描 く為に必要 とす る
く 女〉であれば よか った。つま り彼の描 く女性 は現 実の女性ではな くて,
観 念的な女性 と言 える。彼は さらにく 確か さ〉を保 証する愛のエ クス タシ
ーを極度 に 追 求 して,そ の中 に自分を 駆 りた てた。 その結 果,`Bianca',











甘酒を一滴 た りともこぼすまいと心がけた。これは,外 の風景に誠実さの
目を向けて鮮 明な印象を捕える時も,又内なる心Y'耳を傾けて官能の世界
を描写する時 も変らぬ姿勢である。そして彼の扱 う詩材は様々であるが,
すべZ自 己 への誠実 と言 う態度より出て来たのであるから,出来上った作
品にわけへだては しない。印象主義 とも道徳性の欠如 した刹那主義とも呼




も価値付けを 行なわせた りする事 となったのである。 それ故,シ モンズ
が,表 現を追 って来て,表現せずにおれないものを捕えようとした時,現
実の問題と してこの不安感があるのだから,それか ら逃れ ・解放 され よう
と願 う傾向が出て来て 不思議はない。 っまり,作 品を書 く事 自体が何 ら
かの形でこの解放に救いの手を貸す事になるのである。シモンズが愛をテ
ーマにした多 くの詩を書き,愛の恍惚に意味を もたせているのは,こ の不
安感からの解放 ・逃避を志向 していた と考えてよい。ここに至 ってシモソ
ズにあっては芸術(詩)と 人生は分ち難 く密な関係を結ぶ事になる♂ こう
言 う点をSilhouettes第2版序文(1896)の中の次の噌節は明確に述べて
い る 、`lfwearet。 、av。p。。ple'ssoul、byth。w,i・i。g。f。 。,ses,w。11!
(30)
andgood.'即ち,あ たかも宗教で あるかのように,詩 は魂の慰藉 と救済1
の役割を背負 う事になる。このような芸術観 こそは,r象 徴主義運動』の
「結語」で述べ られているような,芸術や宗教や恋愛を〈死〉の意識 より し
の逃避 の場 とみる考え方に繋がるものである。即ち 「死について間わねば
(31)
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